








研究目的 

近年,胎児情報をより確実に得るための努力がなされてきているが,診断法のうちでも物理

的方法の発展が目ざましく,胎児画像診断,NST,OST が注目されている。 

しかし一方の生化学的診断法の重要性は,生体の制禦機構を知るためであり,すなわち生体

反応系の大部分を占める酵素反応から病態もしくは異常状態を知ることになる。 

従来より,当教室では,妊娠経過に伴なって,母体血清中の耐熱性アルカリフォスファター

ゼ(HSAP)活性が増加することから,HSAP 量を測定することによって，胎児・胎盤機能検査

の診断の一助とする試みを行ってきた。本酵素活性の増減については,酵素自体の半減期が

1 週間ということから fetal distress をつかみにくいという意見もあるが,酵素活性の変

動は細胞内の産生量が変動する以外に細胞障害によって細胞膜から血中へ流出する現象の

両面を判別する必要がある。 

そこで,以上の点を解析する上でも今回は HSAP 予想値曲線から±15%のずれの範囲を正常

変動幅として上昇型(type I),動揺型(type Ⅱ),一過性停滞型(type Ⅲ)に区別した。また

5 種のパターンすなわち,a)正のび率 pattte-rn,b)高のび率 pattern,c)低のび率

patt-ern,d)一過性低のび率 pattern,e)負のび率 pattern を作成した。 

以上のtypeとpatternからIUGRの程度を判定し,分娩周辺における児の安全管理に役立て

ようとした。 


